
２０２６年度（令和８年度） 町田市立南中学校 数学科 １年 年間指導計画及び評価規準 

使用教科書：新しい数学（東京書籍）  年間授業時数：１４０時間(定期考査４時間分を含む) 

月 単元・章・教材名 時数 学習目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

4 0 章 算数から数学へ 

   整数の性質 プ ICT 

3 ・自然数をいくつかの数の積で表すことの

よさや素因数分解の意味を理解する。 

・素因数分解の一意性を理解し，自然数を

素因数分解することができる。 

・自然数，素数，素因数分解の意味を理解する。 

・素因数分解の一意性を理解し，自然数を素因数分解する。 

・自然数をいくつかの数の積で表すことにより，整数の性質

を見いだし表現する。 

 

・自然数，素数，素因数

分解の意味を理解し

ている。 

・素因数分解の一意性

を理解し，自然数を

素因数分解すること

ができる。 

・自然数をいくつかの数の

積で表すことにより，整

数の性質を見いだし表現

することができる。 

・自然数をいくつかの数

の積で表すことによ

り，整数の性質を見い

だそうとしている。 

4 

5 

６ 

1章 数の世界をひろげよう     

プ 

 [正負の数] 

25 ・正の数と負の数の必要性と意味を理解す

し，具体的な場面で正の数と負の数を用

いて表したり処理したりすることができ

る。 

・正の数と負の数の四則計算をすることが

できる。 

・数の集合と四則計算の可能性を理解する

ことができる。 

・算数で学習した数の四則計算と関連づけ

て，正の数と負の数の四則計算の方法を

考察し表現し，正の数と負の数を具体的

な場面で活用することができる。 

・正の数と負の数のよさに気づいて粘り強

く考え，正の数と負の数について学んだ

ことを生活や学習にいかそうとしたり，

正の数と負の数を活用した問題解決の過

程をふり返って検討しようとしたりする

ことができる。 

 

・正負の数の必要性と意味を具体的な場面と結び付けて理解

する。 

・正負の数の大小関係や絶対値の意味を理解する。 

・算数で学習した数の四則計算と関連づけて，正負の数の四

則計算をしたり，方法を考察し表現したりする。 

・具体的な場面で正負の数を活用して様々な事象における変

化や状況を考察し表現，処理をする。 

・正負の数を活用した問題解決の過程を振り返って検討す

る。 

・数の集合と四則計算の可能性について捉え直す。 

 

 

・正負の数の必要性と

意味を具体的な場面

と結び付けて理解し

ている。 

・正負の数の大小関係

や絶対値の意味を理

解している。 

・正負の数の四則計算

をすることができ

る。 

・具体的な場面で正負

の数を用いて表した

り処理したりするこ

とができる。 

・算数で学習した数の四則

計算と関連づけて，正負

の数の四則計算の方法を

考察し表現することがで

きる。 

・数の集合と四則計算の可

能性について捉え直すこ

とができる。 

・正負の数を活用して様々

な事象における変化や状況

を考察し表現することがで

きる。 

・正負の数の必要性と意

味を考えようとして

いる。 

・正負の数について学ん

だことを生活や学習

に生かそうとしてい

る。 

・正負の数を活用した問

題解決の過程を振り返

って検討しようとして

いる。 

6 

７ 

2 章 数学のことばを身につけよ

う プ 

[文字と式] 

 

19 ・文字を用いることの必要性と意味，文字を

用いた式における積と商の表し方を理解

することができる。 

・具体的な場面と関連づけて，簡単な 1 次

式の計算の方法を考察し表現したり，簡

単な 1 次式の加法と減法の計算をするこ

とができる。 

・数量の関係や法則などを文字を用いた等

・文字を用いることの必要性と意味を理解する。 

・文字を用いた式における積や商の表し方を知る。 

・文字を用いた式の文字に数を代入して，その式の値を求め

る。 

・具体的な場面と関連づけて，1 次式の加法と減法の計算の

方法を考察し表現し，簡単な１次式の計算をする。 

・数量の関係や法則などを，文字を用いた式を用いて表した

り，その意味を読み取ったりする。 

・文字を用いた式を活用した問題解決の過程を振り返って検

・文字を用いることの

必要性と意味を理解

している。 

・文字を用いた式にお

ける積や商の表し方

を知っている。 

・文字を用いた式の文

字に数を代入して，

その式の値を求める

ことができる。 

・具体的な場面と関連づけ

て，1 次式の加法と減法の

計算の方法を考察し表現

することができる。 

・文字を用いた式を活用し

て，具体的な事象を考察し

表現することができる。 

・文字を用いることの必

要性と意味を考えよ

うとしている。 

・文字を用いた式につい

て学んだことを生活

や学習に生かそうと

している。 

・文字を用いた式を活

用した問題解決の過程



式や不等式に表すことができることを理

解し，文字式を用いて表したり，文字式を

読み取ったりすることができる。 

・文字を用いることのよさに気づいて粘り

強く考え，文字を用いた式について学ん

だことを生活や学習にいかそうとした

り，文字を用いた式を活用した問題解決

の過程をふり返って検討しようとしたり

することができる。 

 

討する。 

 

・簡単な 1 次式の計算

をすることができ

る。 

・数量の関係や法則な

どを，文字を用いた

式に表すことができ

ることを理解してい

る。 

・数量の関係や法則な

どを，文字を用いた式

を用いて表したり，読

み取ったりすることが

できる。 

を振り返って検討しよ

うとしている。 

8 

9 

10 

3 章 未知の数の求め方を考えよ

う プ 

[方程式] 

 

18 ・方程式の必要性と意味及び方程式の中の

文字や解の意味を理解することができ

る。 

・等式の性質を基にして手際よく方程式を

解くことができる。 

・比例式を解くことができる。 

・方程式，比例式を具体的な場面で活用する

ことができる。 

・方程式のよさに気づいて粘り強く考え，方

程式について学んだことを生活や学習に

いかそうとしたり，方程式を活用した問

題解決の過程をふり返って検討しようと

したりすることができる。 

 

・方程式の必要性と意味を理解する。 

・方程式の解や等式の性質を理解する。 

・等式の性質の意味を理解し，等式の性質をもとに１次方程

式を解く方法を考察し，表現したり，実際に１次方程式を

等式の性質を用いて解く。 

・等式の性質をもとに移項できる理由を考察したり，移項の

考えを用いて方程式を解いたりする。 

・簡単な１次方程式，比例式を解く。 

・正負の数や文字を使った式で学んだことを生かして，方程

式を効率的に解く方法を検討する。 

・具体的な場面や事象の中の数量やその関係に着目し，1次

方程式をつくり，問題を解決したり，解決の過程を振り返

り検討し，解の吟味の意味と必要性を理解する。 

 

・方程式の必要性と意

味を理解している。 

・方程式の解や等式の

性質，移項の意味を

理解している。 

・等式の性質の意味を

理解し，等式の性質

を用いて方程式を解

くことができる。 

・移項の考えを用いて

方程式を解くことが

できる。 

・簡単な１次方程式，

比例式を解くことが

できる。 

・事象の中の数量やそ

の関係に着目し，1

次方程式をつくるこ

とができる。 

・１次方程式を用いて

具体的な場面の問題解

決を行うときの，解の

吟味の意味と必要性を

理解している。 

 

・等式の性質をもとにし

て，１次方程式を解く方

法を考察し表現すること

ができる。 

・方程式において，移項で

きる理由を等式の性質を

もとにして考察し表現す

ることができる。 

・具体的な場面の問題にお

いて，１次方程式を活用

し，問題を解決すること

ができる。 

・具体的な場面の問題にお

いて，解を吟味して解答と

してよいことを判断するこ

とができる。 

・方程式の必要性と意

味を考えようとして

いる。 

・正負の数や文字を使

った式で学んだこと

を生かして，方程式

を効率的に解く方法

を検討している。 

・方程式について学ん

だことを生活や学習

に生かそうとしてい

る。 

・方程式を活用した問

題解決の過程を振り返

って検討しようとして

いる。 



10 

11 

4 章 数量の関係を調べて問題

を解決しよう プ ICT 

[比例と反比例] 

 

23 ・関数関係の意味を理解することができる。 

・比例，反比例について，表，式，グラフに

表し，変化や対応の特徴を見出したり，比

例，反比例を用いて具体的な事象を捉え

考察し表現することができる。 

・比例，反比例のよさに気づいて粘り強く考

え，比例，反比例について学んだことを生

活や学習にいかそうとしたり，比例，反比

例を活用した問題解決の過程をふり返っ

て検討しようとしたりすることができ

る。 

・関数関係の意味を理解する。 

・比例について理解し，表，式，グラフなどに表す。 

・反比例について理解し，表，式，グラフなどに表す。 

・比例，反比例として捉えられる 2 つの数量について，表，

式，グラフなどを用いて調べ，それらの変化や対応の特徴

を見いだす。 

・比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し 

表現しながら問題解決をしたり，問題解決の過程を振り

返って検討したりする。 

・ICTの活用 

・関数関係の意味を理

解している。 

・比例，反比例について

理解している。 

・比例，反比例を表，

式，グラフなどに表

すことができる。 

・比例，反比例として捉えら

れる 2つの数量について，

表，式，グラフなどを用い

て調べ，それらの変化や

対応の特徴を見いだすこ

とができる。 

・比例，反比例を用いて具体

的な事象を捉え考察し 

表現することができる。 

・関数関係の意味や比

例，反比例について考

えようとしている。 

・比例，反比例について

学んだことを生活や

学習に生かそうとし

ている。 

・比例，反比例を活用し

た問題解決の過程を

振り返って検討しよ

うとしている。 

 

11 

12 

1 

5 章 平面図形の見方をひろげ

よう プ ICT 

[平面図形] 

 

18 ・平行移動，対称移動及び回転移動について

理解することができる。 

・角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線

などの基本的な作図の方法を，図形の性

質に着目しながら，考察，表現することが

できる。 

・図形の移動や基本的な作図を具体的な場

面で活用することができる。 

・平面図形の性質や関係を捉えることのよ

さに気づいて粘り強く考え，平面図形に

ついて学んだことを生活や学習にいかそ

うとしたり，作図や図形の移動を活用し

た問題解決の過程をふり返って検討しよ

うとしたりすることができる。 

・おうぎ形の弧の長さと面積を求めること

ができる。 

 

・平面図形に関する用語や記号の意味と使い方を理解する。 

・平行移動，対称移動及び回転移動について理解する。 

・図形の移動に着目し，２つの合同な図形の関係について考

察し表現する。 

・線対称な図形の性質をもとにして，角の二等分線，線分の

垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方法を考察，表

現する。 

・図形の移動や基本的な作図を活用して問題解決をしたり，

問題解決の過程を振り返って検討したりする。 

・おうぎ形の弧の長さと面積を求める。 

・ICTの活用 

・平行移動，対称移動及

び回転移動について

理解している。 

・平面図形に関する用

語や記号の意味と使

い方を理解してい

る。 

・角の二等分線，線分の

垂直二等分線，垂線

などの基本的な作図

の方法を理解してい

る。 

・おうぎ形の弧の長さ

と面積を求めること

ができる。 

・図形の移動に着目し，２つ

の合同な図形の関係につ

いて考察し表現すること

ができる。 

・線対称な図形の性質をも

とにして，基本的な作図の

方法を考察し表現するこ

とができる。 

・図形の移動や基本的な作

図を具体的な場面で活用

することができる。 

・平面図形の性質や関係

を捉えることの必要

性と意味を考えよう

としている。 

・平面図形について学ん

だことを生活や学習

に生かそうとしてい

る。 

・図形の移動や基本的な

作図を活用した問題

解決の過程を振り返

って検討しようとし

ている。 

1 

2 

6 章 立体の見方をひろげよう 

プ ICT [空間図形] 

18 ・空間における直線や平面の位置関係を理

解することができる。 

・立体を線分や平面図形の運動によって構

成されるものと捉えたり，立体を平面上に

表現して，平面上の表現から立体の性質を

見いだしたりすることができる。 

・基本的立体の表面積と体積の求め方を考

察し表現したり，それらの表面積と体積を

求めることができる。 

・空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されている

ものであることを知る。 

・空間における直線や平面の位置関係を理解する。 

・立体図形の展開図や投影図について理解し，平面上の表現

から空間図形の性質を見出す。 

・柱体や錐体，球の表面積と体積を求める。 

・ICTの活用 

・空間における直線や

平面の位置関係を理

解している。 

・立体図形の展開図や

投影図について理解

している。 

・柱体や錐体，球の表面

積と体積を求めるこ

とができる。 

・空間図形を直線や平面図

形の運動によって構成さ

れるものと捉えることが

できる。 

・空間図形を平面上に表現

して平面上の表現から空

間図形の性質を見いだす

ことができる。 

・立体図形の表面積や体積

の求め方を考察し表現す

ることができる。 

・空間図形の性質や関係

を捉えることの必要

性や意味を考えよう

としている。 

・空間図形について学ん

だことを生活や学習

に生かそうとしてい

る。 



・空間図形の性質や関係を捉えることのよ

さに気づいて粘り強く考え，空間図形に

ついて学んだことを生活や学習にいかそ

うとしたり，空間図形の性質や関係を活

用した問題解決の過程をふり返って検討

しようとしたりすることができる。 

 

2 

3 

7 章 データを活用して判断し

よう プ ICT 

[データの分析と活用] 

 

12 ・ヒストグラムや相対度数，累積度数，累積

相対度数などの必要性と意味を理解するこ

とができる。 

・目的に応じてデータを収集して分析し，そ

のデータをコンピュータなどの情報手段

を用いるなどして表やグラフに整理し，

分布の傾向を読み取ったり，批判的に考

察し判断したりする。 

・多数の観察や多数回の試行の結果をもと

にして，不確定な事象の起こりやすさの傾

向を読み取り，表現することができる。 

・ヒストグラムや相対度数などのよさに気

づいて粘り強く考え，データの分布につい

て学んだことを生活や学習にいかそうとし

たり，ヒストグラムや相対度数などを活用

した問題解決の過程をふり返って検討しよ

うとしたり，多面的に捉え考えようとした

りすることができる。 

・多数の観察や多数回の試行によって得ら

れる確率のよさに気づいて粘り強く考え，

不確定な事象の起こりやすさについて学ん

だことを生活や学習にいかそうとしたり，

多数の観察や多数回の試行によって得られ

る確率を活用した問題解決の過程をふり返

って検討しようとしたりすることができ

る。 

 

・ヒストグラムや相対度数，累積度数，累積相対度数の必要

性と意味を理解する。 

・ヒストグラムや相対度数を活用した問題解決の過程を振り

返って検討したり，多面的に捉え考えたりする。 

・代表値や範囲の必要性と意味を理解する。 

・目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータをコン

ピュータなどの情報手段を用いるなどして表やグラフに整

理し，分布の傾向を読み取ったり，批判的に考察し判断し

たりする。 

・ヒストグラムや相対度数を活用した問題解決の過程を振り

返って検討したり，多面的に捉え考える。 

・多数の観察や多数回の試行によって得られる確率の必要性

と意味を理解する。 

・多数の観察や多数回の試行の結果をもとにして，不確定な

事象の起こりやすさの傾向を読み取り表現する。 

・多数の観察や多数回の試行によって得られる確率を活用し

た問題解決の過程をふり返って検討する。 

 

・ヒストグラムや相対

度数などの必要性と

意味を理解してい

る。 

・累積度数，累積相対度

数の必要性と意味を

理解している。 

・代表値や範囲の必要

性と意味を理解して

いる。 

・コンピュータなどの

情報手段を用いるな

どしてデータを表や

グラフに整理するこ

とができる。 

・多数の観察や多数回

の試行によって得ら

れる確率の必要性と

意味を理解してい

る。 

・目的に応じてデータを収

集して分析し，そのデー

タの分布の傾向を読み取

り，批判的に考察し判断

することができる。 

・多数の観察や多数回の試

行の結果をもとにして，

不確定な事象の起こりや

すさの傾向を読み取り表

現することができる。 

・ヒストグラムや相対度

数の必要性や意味を

考えようとしている。 

・ヒストグラムや相対度

数について学んだこ

とを生活や学習に生

かそうとしている。 

・ヒストグラムや相対度

数を活用した問題解

決の過程を振り返っ

て検討したり，多面的

に捉え考えようとし

たりしている。 

・多数の観察や多数回の

試行によって得られ

る確率の必要性や意

味を考えようとして

いる。 

・多数の観察や多数回の

試行によって得られ

る確率について学ん

だことを生活や学習

に生かそうとしたり，

多数の観察や多数回

の試行によって得ら

れる確率を活用した

問題解決の過程をふ

り返って検討しよう

としている。 

 

 



２０２６年度（令和８年度） 町田市立南中学校 数学科 ２年 年間指導計画及び評価規準 

使用教科書：新しい数学（東京書籍）  年間授業時数：１０５時間（定期考査４時間分含む） 

月 
 

単元・章・教材名 時数 学習目標 学習活動 
評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 

５ 

 １章 式の計算 

  多項式の計算 

  単項式の乗法と除法 

  式による説明 

  等式の変形   プ 

１５ ・身のまわりの問題を，具体的な数の計算をもとに

考え，文字を用いて一般的に表す必要性を理解す

る。 

・単項式と多項式，次数の意味を理解する。 

・同類項の意味を理解し，同類項をまとめる計算

や，多項式の加法や減法の計算ができる。 

・多項式と数の乗法や除法の計算ができる。 

・単項式どうしの乗法や除法，それが混じった式の

計算ができる。 

・式の値をくふうして求めることができる。 

・数の性質が成り立つことを，文字を使って説明す

ることができる。 

・目的に応じて等式を変形することの必要性を理解

し，ある文字について解くことができる。 

・単項式と多項式，次数の意味を知る。 

・同類項の意味を知り，同類項をまとめ

る計算や多項式の加法や減法の計算をす

る。 

・多項式と数の乗法や除法の計算をす

る。 

・単項式どうしの乗法や除法，それが混

じった式の計算をする。 

・式の値をくふうして求める方法を考

え，その方法で式の値を求める。 

・数の性質が成り立つことを，文字を使

って説明する。 

・等式を変形して，ある文字について解

く。 

・簡単な整式の加法と減法

及び単項式の乗法と除法の

計算をすることができる。 

・具体的な事象の中の数量

の関係を，文字を使った式

で表したり，式の意味を読

み取ったりすることができ

る。 

・文字を使った式で数量及

び数量の関係を捉え説明で

きることを理解している。 

・目的に応じて，簡単な式

を変形することができる。 

・具体的な数の計算や既に

学習した計算の方法と関連

付けて，整式の加法と減法

及び単項式の乗法と除法の

計算の方法を考察し表現す

ることができる。 

・文字を使った式を活用し

て具体的な場面を考察し表

現することができる。 

・文字を使った式の必要性

と意味を考えようとしてい

る。 

・文字を使った式について

学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 

・文字を使った式を活用し

た問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。 

５ 

６ 

 ２章 連立方程式 

  連立方程式とその解 

  連立方程式の解き方 

  いろいろな連立方程式 

  連立方程式の利用 プ 

１２ ・2元1次方程式とその解の意味，連立方程式とその

解の意味を理解する。 

・加減法，代入法を理解し，それを用いて連立方程

式を解くことができる。 

・連立方程式を適当な方法で解くことができる。 

・かっこや係数に小数や分数をふくむ連立方程式，

A＝B＝Cの形をした連立方程式を解くことができ

る。 

・具体的な問題を，連立方程式を利用して解決する

ときの考え方や手順を理解する。 

・具体的な問題を，連立方程式を利用して解決する

ことができる。 

・2元１次方程式と連立方程式のその解の

意味を知る。 

・連立方程式を加減法，代入法で解く。 

・連立方程式を適当な方法で解く。 

・かっこや係数に小数や分数をふくむ連

立方程式，A＝B＝Cの形をした連立方程式

を解く。 

・連立方程式を利用して問題を解決する

ときの手順を確認する。 

・具体的な問題を，連立方程式を利用し

て解決する。 

・2元1次方程式とその解の

意味を理解している。 

・連立2元1次方程式の必要

性と意味及びその解の意味

を理解している。 

・簡単な連立2元1次方程式

を解くことができる。 

・1元1次方程式と関連付け

て，連立2元1次方程式を解

く方法を考察し表現するこ

とができる。 

・連立2元1次方程式を活用

して具体的な場面を考察し

表現することができる。 

・連立 2元 1次方程式の必要

性と意味を考えようとして

いる。 

・連立 2元 1次方程式につい

て学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 

・連立 2元 1次方程式を活用

した問題解決の過程を振り

返って検討しようとしてい

る。 

７

８

９ 

 ３章 １次関数 

  １次関数 

  １次関数の値の変化 

  １次関数のグラフ 

  連立方程式とグラフ 

  １次関数とみなすこと 

  １次関数のグラフの利用 

  １次関数と図形 

   プ ICT 

１９ ・1次関数の意味を理解し，y＝ax＋bの式に表すこ

とができる。 

・1次関数y＝ax＋bでは，変化の割合は一定で，aに

等しいことを理解する。 

・1次関数y＝ax＋bのグラフの増減と特徴を理解す

る。 

・1次関数のグラフを，切片と傾きをもとにかくこ

とができる。 

・1次関数の表，式，グラフの関係について理解す

る。 

・1次関数の式を求めることができる。 

・2元1次方程式のグラフは，その解を座標とする点

の集合で，式を変形してできる1次関数のグラフに

なっていることを理解する。 

・2元1次方程式のグラフをかくことができる。 

・連立方程式の解が，2つの2元1次方程式のグラフ

の交点の座標であることを理解し，連立方程式の解

を，グラフをかいて求めたり，2直線の交点の座標

を連立方程式を解いて求めたりすることができる。 

・具体的な事象の中の2つの数量の間の関係を１次

関数とみなして，問題を解決することができる。 

・1次関数の意味を理解し， y＝ax＋bの

式に表す。 

・1次関数y＝ax＋bでは，変化の割合は一

定で，aに等しいことを知る。 

・1次関数y＝ax＋bのグラフの増減と特徴

を知る。 

・1次関数のグラフを，切片と傾きをもと

にかく。 

・1次関数の表，式，グラフの関係につい

てまとめる。 

・1次関数の式を求める。 

・2元1次方程式のグラフは，式を変形し

てできる1次関数のグラフになっているこ

とを知る。 

・2元1次方程式のグラフをかく。 

・連立方程式の解と2つの2元1次方程式の

グラフの交点の座標の関係を理解し，連

立方程式の解をグラフをかいて求めた

り，2直線の交点の座標を連立方程式を解

いて求めたりする。 

・具体的な事象の中の2つの数量の間の関

係を１次関数とみなして，問題を解決す

・1次関数について理解して

いる。 

・事象の中には1次関数とし

て捉えられるものがあるこ

とを知っている。 

・2元1次方程式を，関数を

表す式とみることができ

る。 

・1次関数の変化の割合やグ

ラフの切片と傾きの意味を

理解している。 

・1次関数の関係を表，式，

グラフを用いて表現した

り，処理したりすることが

できる。 

・1次関数として捉えられる

2つの数量について，変化や

対応の特徴を見いだし，

表，式，グラフを相互に関

連付けて考察し表現するこ

とができる。 

・1次関数を用いて具体的な

事象を捉え考察し表現する

ことができる。 

・１次関数の必要性と意味

を考えようとしている。 

・１次関数について学んだ

ことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

・１次関数を活用した問題

解決の過程を振り返って検

討しようとしている。 



る。 

９ 

10 

11 

 ４章 平行と合同 

  多角形の角の和の説明 

  平行線と角 

  合同な図形の性質と表し方 

  三角形の合同条件 

  証明のすすめ方 

  プ ICT 

１５ ・多角形の内角と外角の和の求め方を，もとにして

いることがらを明らかにして説明することができ

る。 

・対頂角，同位角，錯角の意味を理解する。 

・対頂角は等しいこと，平行線と同位角，錯角の関

係を，論理的に筋道を立てて説明することができ

る。 

・三角形の内角と外角の性質を，論理的に筋道を立

てて説明することができる。 

・三角形の内角，外角の性質や多角形の内角の和，

外角の和の性質を利用して，角の大きさを求めるこ

とができる。 

・平行線と折れ線の角の大きさの求め方を考え，図

にかき加えた線や，根拠となる図形の性質を明らか

にして説明することができる。 

・平面図形の合同の意味と表し方を知り，合同な図

形の性質を理解する。 

・三角形の合同条件を理解する。 

・2つの三角形が合同かどうかを，三角形の合同条

件を使って判断することができる。 

・ことがらの仮定と結論の意味を確認する。 

・証明の書き方を理解する。 

・根拠となることがらを明らかにして，簡単な図形

の性質を証明することができる。 

・多角形の内角と外角の和の求め方を，

もとにしていることがらを明らかにして

説明する。 

・対頂角，同位角，錯角の意味を理解す

る。 

・対頂角は等しいこと，平行線と同位

角，錯角の関係を，論理的に筋道を立て

て説明する。 

・三角形の内角と外角の性質を，論理的

に筋道を立てて説明する。 

・三角形の内角，外角の性質や多角形の

内角の和，外角の和の性質を利用して，

角の大きさを求める。 

・平行線と折れ線の角の大きさの求め方

を考え，図にかき加えた線や，根拠とな

る図形の性質を明らかにして説明する。 

・平面図形の合同の意味と表し方を知

り，合同な図形の性質を確認する。 

・三角形の合同条件を確認する。 

・2つの三角形が合同かどうかを，三角形

の合同条件を使って判断する。 

・ことがらの仮定と結論の意味を知る。 

・証明の書き方を確認する。 

・根拠となることがらを明らかにして，

簡単な図形の性質を証明する。 

・多角形の角についての性

質が見いだせることを知っ

ている。 

・平行線や角の性質を理解

している。 

・平面図形の合同の意味及

び三角形の合同条件につい

て理解している。 

・証明の必要性と意味及び

その方法について理解して

いる。 

・基本的な平面図形の性質

を見いだし，平行線や角の

性質をもとにしてそれらを

確かめ，説明することがで

きる。 

・証明の必要性と意味及び

証明の方法を考えようとし

ている。 

・平面図形の性質について

学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 

・平面図形の性質を活用し

た問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。 

12 

１ 

２ 

 

 ５章 三角形と四角形 

  二等辺三角形の性質 

  二等辺三角形になるための条件 

直角三角形の合同 

平行四辺形の性質 

平行四辺形になるための条件 

  特別な平行四辺形 

  平行線と面積 

  プ ICT 

２１ ・二等辺三角形や正三角形の定義を確認し，性質を

証明することができる。 

・二等辺三角形になるための条件を論理的に確か

め，二等辺三角形になるための条件を利用して，図

形の性質を証明することができる。 

・ことがらの逆と反例の意味を理解する。 

・2つの直角三角形が合同かどうかを，直角三角形

の合同条件を使って判断することができる。 

・直角三角形の合同条件を利用して，図形の性質を

証明することができる。 

・平行四辺形の定義と性質を確認し，性質を証明す

ることができる。 

・平行四辺形の性質を利用して，図形の性質を証明

することができる。 

・平行四辺形になるための条件を証明し，その条件

を利用して図形の性質を証明したり，その証明を振

り返って統合的・発展的に考えることができる。 

・長方形，ひし形，正方形の定義を確認し，それら

が平行四辺形であることや対角線の性質を証明する

ことができる。 

・平行線の性質を利用して，図形を等積変形するこ

とができる。 

・二等辺三角形や正三角形の定義を確認

し，性質を証明する。 

・二等辺三角形になるための条件を論理

的に確かめ，二等辺三角形になるための

条件を利用して，図形の性質を証明す

る。 

・ことがらの逆と反例の意味を知る。 

・2つの直角三角形が合同かどうかを，直

角三角形の合同条件を使って判断する。 

・直角三角形の合同条件を利用して，図

形の性質を証明する。 

・平行四辺形の定義と性質を確認し，性

質を証明する。 

・平行四辺形の性質を利用して，図形の

性質を証明する。 

・平行四辺形になるための条件を証明

し，その条件を利用して図形の性質を証

明したり，その証明を振り返って統合

的・発展的に考えたりする。 

・長方形，ひし形，正方形の定義を確認

し，それらが平行四辺形であることや対

角線の性質を証明する。 

・平行線の性質を利用して，図形を等積

変形する。 

・証明の必要性と意味及び

その方法について理解して

いる。 

・定義やことがらの仮定と

結論，逆の意味を理解して

いる。 

・反例の意味を理解してい

る。 

・正方形，ひし形，長方形

が平行四辺形の特別な形で

あることを理解している。 

・三角形の合同条件などを

もとにして三角形や平行四

辺形の基本的な性質を論理

的に確かめることができ

る。 

・証明を読んで新たな性質

を見いだし，表現すること

ができる。 

・三角形や平行四辺形の基

本的な性質などを活用して

具体的な事象を考察し，表

現することができる。 

・ことがらが正しくないこ

とを証明するために，反例

をあげることができる。 

・証明の必要性と意味及び

その方法を考えようとして

いる。 

・平面図形の性質や図形の

合同について学んだことを

生活や学習に生かそうとし

ている。 

・平面図形の性質を活用し

た問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。 

２ 

３ 

 ６章 確率 

  同様に確からしいこと 

  いろいろな確率 

９ ・多数回の試行によって得られる確率と関連付け

て，場合の数をもとにして得られる確率の必要性と

意味及び確率の求め方を理解する。 

・起こりうる場合を，樹形図や表を使って全部あげ

たり，起こりうる場合の組み合わせを考えたりして

・多数回の試行によって得られる確率と

関連付けて，場合の数をもとにして得ら

れる確率の必要性と意味及び確率の求め

方を知る。 

・起こりうる場合を，樹形図や表を使っ

・多数回の試行によって得

られる確率と関連付けて，

場合の数をもとにして得ら

れる確率の必要性と意味を

理解している。 

・同様に確からしいことに

着目し，場合の数をもとに

して得られる確率の求め方

を考察し表現することがで

きる。 

・場合の数をもとにして得

られる確率の必要性と意味

を考えようとしている。 

・不確定な事象の起こりや

すさについて学んだことを



  確率による説明 

  プ ICT 

確率を求めることができる。 

・あることがらの起こらない確率の求め方を理解

し，その確率を求めることができる。 

・身のまわりの事象の起こりやすさを，確率をもと

にして考え，説明することができる。 

て全部あげたり，起こりうる場合の組み

合わせを考えたりして確率を求める。 

・あることがらの起こらない確率の求め

方を理解し，その確率を求める。 

・身のまわりの事象の起こりやすさを，

確率をもとにして考え，説明する。 

・簡単な場合について確率

を求めることができる。 

・確率を用いて不確定な事

象を捉え，考察し表現する

ことができる。 

生活や学習に生かそうとし

ている。 

・確率を活用した問題解決

の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

３  ７章 データの比較 

  四分位範囲と箱ひげ図 

  プ ICT 

５ ・複数のデータの分布の傾向を比較するとき，ヒス

トグラムでは比較しにくいことを知る。 

・箱ひげ図と四分位範囲の意味を理解し，データを

整理して箱ひげ図に表す。また，箱ひげ図と四分位

範囲の特徴を知る。 

・四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾

向を比較して読み取り，批判的に考察し判断する。 

・データを整理し、箱ひげ図に表す方法

を知る。 

・四分位範囲の意味を知る。 

データを整理し、箱ひげ図に表す。 

・ヒストグラムと箱ひげ図を対応させ

て、箱ひげ図からデータの分布の傾向や

特徴を読みとる方法を考える。 

・箱ひげ図とヒストグラムの対応につい

て知る。 

・箱ひげ図を用いて、データの傾向を調

べる。 

・データの傾向を読みとり、批判的に考

察し判断する。 

・四分位範囲や箱ひげ図の

必要性と意味を理解してい

る。 

・コンピュータなどの情報

手段を用いるなどしてデー

タを整理し箱ひげ図で表す

ことができる。 

・四分位範囲や箱ひげ図を

用いてデータの分布の傾向

を比較して読み取り，批判

的に考察し判断することが

できる。 

・四分位範囲や箱ひげ図の

必要性と意味を考えようと

している。 

・データの分布について学

んだことを生活や学習に生

かそうとしている。 

・四分位範囲や箱ひげ図を

活用した問題解決の過程を

振り返って検討しようとし

ている。 

 



２０２６年度（令和８年度） 町田市立南中学校 数学科 ３年 年間指導計画及び評価規準 

使用教科書：新しい数学（東京書籍）  年間授業時数：１４０時間 

月 単元・章・教材名 時数 学習目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 

５ 

６ 

１ 多項式 プ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 平方根 プ 

１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ 

・単項式と多項式の乗法や多項式を単項式

で割る除法の計算ができるようになる。 

・簡単な1次式の乗法や公式を用いる展

開、因数分解をできるようにするととも

に展開や因数分解の方法を考察したり、

目的に応じて式を変形して、その意味を

読み取ったりすることができるようにす

る。 

 

 

・正の数の平方根について必要性や計算の

方法を理解し、それを用いて表現し考察

することができるようにする。 

・単項式と多項式の乗法及び多項式を単項

式で割る除法の計算をする。 

・簡単な1次式の乗法の計算及び乗法公式を

用いる簡単な式の展開や因数分解をす

る。 

・文字を用いた式で数量及び数量の関係を

とらえ説明する。 

 

 

 

・数の平方根の必要性と意味を理解する。 

・数の平方根を含む簡単な式の計算をす

る。 

・具体的な場面で数の平方根を用いて表現

したり処理したりする。 

・単項式と多項式の乗法及び

多項式を単項式で割る除法

の計算をすることができ

る。 

・簡単な１次式の乗法の計算

及び次の公式を用いる簡単

な式の展開や因数分解をす

ることができる。 

 

 

・数の平方根の必要性と意味

を理解している。 

・有理数、無理数の意味を理

解している。 

・数の平方根をふくむ簡単な

式の計算をすることができ

る。 

・具体的な場面で数の平方根

を用いて表したり処理した

りすることができる。 

・既に学習した計算の方法

と関連付けて、式の展開

や因数分解する方法を考

察し表現することができ

る。 

・文字を用いた式を活用し

て数量及び数量の関係を

捉え説明することができ

る。 

 

・これまでに学んだ文字式

の計算などと関連付け

て、数の平方根をふくむ

式の計算の方法を考察し

表現することができる。 

・数の平方根を具体的な場

面で活用することができ

る。 

・式の展開や因数分解をするこ

との必要性や意味を考えよ

うとしている。 

・式の展開や因数分解について

学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 

・式の展開や因数分解を活用し

た問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。 

 

・数の平方根の必要性や意味を

考えようとしている。 

・数の平方根について学んだこ

とを生活や学習に生かそう

としている。 

・数の平方根を活用した問題解

決の過程を振り返って検討

しようとしている。 

７

８ 

９ 

３ ２次方程式 プ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２次方程式について理解し、それを用い

て考察することができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２次方程式の必要性と意味及び解の意味

を理解する。 

・因数便解したり平方の形に変形したりし

て２次方程式を解く。 

・解の公式を知り、それを用いて２次方程

式を解く。 

・２次方程式を具体的な場面で活用する。 

 

 

 

 

 

・２次方程式の必要性と意味

及びその解の意味を理解し

ている。 

・平方の形に変形し２次方程

式を解くことができる 

・解の公式の意味を理解し、そ

れを用いて２次方程式を解く

ことができる。 

・因数分解を利用して2次方程

式を解くことができる。 

・事象の中の数量やその関係

に着目し、２次方程式をつ

・平方根や因数分解の考え

をもとにして、２次方程

式を解く方法を考察し表

現することができる。 

・具体的な問題の解決に２

次方程式を活用し、解が

適切であるかどうかを判

断することができる。 

 

 

 

 

・２次方程式の必要性と意味を

考えようとしている。 

・２次方程式について学んだこ

とを生活や学習に生かそう

としている。 

・２次方程式を活用した問題解

決の過程を振り返って検討

しようとしている。 

 

 

 

 



 

 

５ 相似な図形 プ ICT 

 

 

２３ 

 

 

・図形の性質を三角形の相似条件などを基

にして確かめ、論理的に考察し表現する

能力を伸ばし、相似な図形の性質を用い

て考察できるようにする。 

 

 

・平面図形の相似の意味及び三角形の相似

条件について理解する。 

・三角形の相似条件などを基にして図形の

基本的な性質を論理的に確かめる。 

・平行線と線分の比のついての性質を見い

だし、それらを確かめる。 

・基本的な立体の相似の意味、相似比と面

積比及び体積比の関係について理解す

る。 

・ICTの活用 

くることができる。 

 

・平面図形の相似の意味及び

三角形の相似条件について

理解している。 

・相似な平面図形の相似比と

面積比の関係について理解

している。 

・基本的な立体の相似の意味

を理解し、相似な立体の相

似比と表面積の比や体積比

の関係について理解してい

る。 

・誤差、有効数字の意味を理

解し、近似値をa×10nの形

に表現することができる。 

 

 

・三角形の相似条件などを

基にして図形の基本的な

性質を論理的に確かめる

ことができる。 

・平行線と線分の比につい

ての性質を見いだし、そ

れらを確かめることがで

きる。 

・相似な図形の性質を具体

的な場面で活用すること

ができる。 

 

 

・図形の相似の意味や、相似な

図形の相似比と面積比や体

積比の関係を考えようとし

ている。 

・図形の相似について学んだこ

とを生活や学習に生かそう

としている。 

・相似な図形の性質を活用した

問題解決の過程を振り返っ

て検討しようとしている。 

10 

11 

４ 関数𝑦 = 𝑎𝑥2 プ ICT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 円 プ ICT 

１７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

・具体的な事象の中から二つの数量を取り

出し、それらの変化や対応を調べること

を通して、関数𝑦 = 𝑎𝑥2について理解す

るともに、関数関係を見いだし表現し考

察することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観察、操作や実験などの活動を通して、

円周角と中心角の関係を見いだして理解

し、それを用いて考察することができる

ようにする。 

・事象の中には関数𝑦 = 𝑎𝑥2としてとらえら

れるものがあることを知る。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2について、表、式、グラフを

相互に関連付けて理解する。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2を用いて具体的な事象をとら

え説明する。 

・いろいろな事象の中に、関数関係がある

ことを理解する。 

 

 

 

 

 

・円周角と中心角の関係の意味を理解し、

それが証明できることを知る。 

・円周角と中心角の関係を具体的な場面で

活用する。 

 

・関数 𝑦 = 𝑎𝑥2について理解

している。 

・事象の中には関数y＝ax2と

して捉えられるものがある

ことを知っている。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2を表、式、グラ

フを用いて表現したり、処

理したりすることができ

る。 

・いろいろな事象の中に、関

数関係があることを理解し

ている。 

 

・円周角と中心角の関係の意

味を理解し、それが証明で

きることを知っている。 

・円周角の定理の逆が成り立

つことを知っている。 

・関数 𝑦 = 𝑎𝑥2として捉え

られる２つの数量につ

て、変化や対応の特徴を

見いだし、表、式、グラ

フを相互に関連付けて考

察し表現することができ

る。 

・関数 𝑦 = 𝑎𝑥2を用いて具

体的な事象を捉え考察し

表現することができる。 

 

 

 

・円周角と中心角の関係を

見いだすことができる。 

・円周角と中心角の関係を

具体的な場面で活用する

ことができる。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2の必要性と意味

を考えようとしている。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2について学んだ

ことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2を活用した問題

解決の過程を振り返って検

討しようとしている。 

 

 

 

 

 

・円周角と中心角の関係を見い

だそうとしている。 

・円周角と中心角の関係につい

て学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 

・円周角と中心角を活用した問

題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 



12 

１ 

８ 標本調査 プ ICT 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 三平方の定理 プ ICT 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 

・コンピュータを用いたりするなどして、

母集団から標本を取り出し、標本の傾向

を調べることで、母集団の傾向が読み取

れることを理解できるようにする。 

 

 

 

 

 

・観察、操作や実験などの活動を通して、 

三平方の定理を見いだして理解し、それ 

を用いて考察することができる。 

・標本調査の必要性と意味を理解する。 

・簡単な場合について、必要に応じてコン

ピュータを用いながら標本調査を行い、

母集団の傾向をとらえ説明する。 

 

 

 

 

 

・三平方の定理の意味を理解し、それが証

明できることを知る。 

・三平方の定理を具体的な場面で活用す

る。 

 

・標本調査の必要性と意味を

理解している。 

・コンピュータなど用いて、

無作為に標本を取り出し、

整理することができる。 

 

 

 

 

・三平方の定理の意味を理解 

し、それが証明できること

を知っている。 

・三平方の定理を利用して、

直角三角形の辺の長さを求

めることができる。 

・三平方の定理の逆が成り立

つことを知っている。 

・標本調査の方法や結果を

批判的に考察し表現する

ことができる。 

・簡単な場合について標本

調査を行い、母集団の傾

向を推定することができ

る。 

 

 

・三平方の定理を見いだす

ことができる。 

・三平方の定理を具体的な

場面で活用することがで

きる。 

・標本調査の必要性と意味を考

えようとしている。 

・標本調査について学んだこと

を生活や学習に生かそうと

している。 

・標本調査を活用した問題解決

の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

 

・三平方の定理を見いだそうと

している。 

・三平方の定理について学んだ

ことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

・三平方の定理を活用した問題

解決の過程を振り返って検

討しようとしている。 

２ 

３ 

総合演習 ２１ ・３年間の学習活動を振り返り、単元を超 

えて複合的に考察、活用することができ 

る。 

・様々な総合演習に取り組み、あらゆる単

元が相互に有益であることを知る。 

・計算方法、作図方法を知

り、説明することができ

る。 

・具体的な事象について考

察して表現、活用するこ

とができる。 

・３年間の学習活動を振り返

り、問題を解決しようとして

いる。 

 


